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§１．研究成果の概要 

 

動脈硬化や高血圧などと関係する脈波速度は、これまでカフ型の血圧センサを四肢に装着する

方法などで計測されてきた。脈波速度を非接触計測するには、複数アンテナを並べたアレイアンテ

ナを利用し、人体の複数部位からの反射波を高精度に分離する必要がある。本研究では、生体信

号を抽象化した数理モデルを構築し、そのモデルに基づいた信号分離手法である生体成分分析

を開発してきた。2020年度には、これまでの数理モデルを拡張した精密数理モデルを導入し、さら

なる精度改善を実現した。人体の複数部位における皮膚の変位波形を同時に計測し、システムを

同定することにより、信号分離を実現する最適化問題の目的関数を改良した。改良型の生体成分

分析を2名の被験者のレーダ信号に適用し、推定された皮膚変位波形の誤差を評価した。評価の

ため、高精度レーザ変位計との同時計測実験を実施した。その結果、従来の生体成分分析と比べ、

変位波形の推定精度が20%以上改善し、2箇所の部位間の脈波伝播を表すインパルス応答の推定

精度が50%以上改善した。以上より、生体信号の数理モデルを応用した信号分離手法の高精度化

が実現された。 
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